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七
月
の
全
体
例
会
は
三
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら
国
際
文
化
会
館
講

堂
で
開
催
さ
れ
る
。 

 

一
部
で
は
会
務
報
告
に
続
き
、
十

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
具
体

案
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
討
議

し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
組
織
に
つ
い

て
も
事
務
局
の
充
実
と
併
せ
て
議

題
と
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

恒
例
に
な
っ
た
二
部
の
講
演
に

は
、
元
駐
タ
イ
国
大
使
、
著
述

家
、
外
交
評
論
家
と
し
て
高
名
な

岡
崎
久
彦
氏
を
招
聘
し
、
「
現
下

の
国
際
情
勢
と
日
本
の
外
交
」
に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

ご
承
知
の
通
り
、
岡
崎
氏
は
、

「
陸
奥
宗
光
と
そ
の
時
代
」
、

「
小
村
寿
太
郎
と
そ
の
時
代
」
、

「
幣
原
喜
重
郎
と
そ
の
時
代
」
、

「
重
光
・
東
郷
と
そ
の
時
代
」
、

「
吉
田
茂
と
そ
の
時
代
」
と
、
日

本
の
近
代
史
を
主
要
な
人
物
を
中

心
に
描
い
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ

り
、
ご
自
身
の
外
交
官
経
験
と
も

あ
い
ま
っ
て
、
貴
重
な
お
話
が
伺

え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。 

「
米
欧
回
覧
実
記
」
全
五
巻 

   

現
代
語
訳
、
出
版
決
ま
る
！ 

 

二
〇
〇
一
年
の
「
英
文
版
」
出
版

以
来
懸
案
と
な
っ
て
い
た
「
米
欧
回

覧
実
記
」
の
現
代
語
訳
作
業
は
、
当

初
会
員
有
志
の
分
担
で
行
う
案
も

あ
っ
た
が
、
結
局
、
水
澤
周
氏
が
独

力
で
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

春
そ
の
訳
業
の
大
仕
事
が
完
了
し

た
。 

 

そ
こ
で
、
四
月
の
全
体
例
会
で

は
、
同
氏
か
ら
、
そ
の
訳
出
に
関
す

る
貴
重
な
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
そ

れ
は
極
め
て
興
味
あ
る
講
演
で
あ

り
、
そ
の
概
要
は
四
、
五
頁
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
そ
の
出
版
に
つ
い
て

も
、
あ
る
篤
志
家
か
ら
の
協
賛

（
寄
付
金
）
を
得
て
目
途
が
つ

き
、
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
か

ら
、
二
〇
〇
五
年
に
は
五
巻
本
で

出
版
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。 

 

桜
花
爛
漫
の
道
南 

「
歴
史
ツ
ア
ー
」
、
盛
況
！ 

 

当
会
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

「
歴
史
ツ
ア
ー
」
は
、
五
月
七
日

か
ら
十
日
ま
で
三
泊
四
日
で
行
わ

れ
、
会
員
外
も
含
め
て
二
十
五
名

が

参

加

し
、
松

前
、
函

館
、
小

樽
、
札
幌
を
回
覧
し
た
。
旅
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
各
地
で
地
元
各

氏
の
歓
迎
・
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
き
わ
め
て
充
実
し
た
、
内

容
の
あ
る
旅
と
な
っ
た
。
ま
た
、

札
幌
の
歴
史
あ
る
赤
煉
瓦
の
旧
道

庁
舎
に
お
い
て
は
、
当
会
も
主
催

者
の
一
翼
を
担
う
形
で
、
岩
倉
使

節
団
に
関
す
る
映
像
の
会
並
び
に

田
中
彰
先
生
の
講
演
会
が
催
さ

れ
、
会
場
は
補
助
席
を
出
し
て
な

お
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
の
盛
況

だ
っ
た
。 

（
詳
細
は
八
・
九
頁
） 

 

中
村
政
則
教
授
の 

 
 

連
続
セ
ミ
ナ
ー
終
わ
る 

 

日
本
近
代
史
を
通
観
す
る
三
回

に
わ
た
っ
た
連
続
「
歴
史
セ
ミ

ナ
ー
」
は
充
実
し
た
内
容
で
終
了

し
た
。 

 

こ
れ
に
は
毎
回
四
十
名
前
後
が

参
加
し
、
十
周
年
記
念
事
業
に
向

け
て
会
員
の
歴
史
認
識
に
お
い
て

大
い
な
る
学
習
に
な
り
貴
重
な
布

石
と
な
っ
た
。 

 
 
 

   

（
詳
細
は
六
・
七
頁
） 
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映
画
「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」
と

テ
レ
ビ
「
新
選
組
」
の
影
響
で
、

サ
ム
ラ
イ
へ
の
関
心
が
若
者
の

間
に
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
。
新
渡
戸
稲
造
の
「
武
士
道
」

や
李
登
輝
の
「
武
士
道
解
題
」
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
入
り
し
て
い
る

の
も
そ
の
証
左
と
い
え
る
。 

 

そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
は

い
っ
た
い
何
か
。
一
つ
は
最
近
の

リ
ー
ダ
ー
に
み
る
無
責
任
、
堕

落
、
、
倫
理
感
の
欠
落
に
対
す
る

憤
り
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
二
つ
目
に
は
、

特
に
若
い
世
代
に

お
け
る
歴
史
認
識

の
貧
弱
さ
が
あ
り
、

そ
れ
が
失
わ
れ
た

サ
ム
ラ
イ
の
存
在

や
そ
の
精
神
の
再

発
見
、
再
認
識
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

岩
倉
使
節
団
も

ま
さ
に
サ
ム
ラ
イ

集
団
で
あ
っ
た
。
使

命
感
に
あ
ふ
れ
た

エ
リ
ー
ト
た
ち
で

あ
り
、
新
生
日
本
を

ど
う
築
い
て
い
く
か
に
つ
い
て
、

真
剣
に
回
覧
し
、
考
え
、
議
論
し
、

命
懸
け
で
決
断
し
、
実
行
し
た
。

そ
の
真
摯
な
態
度
が
わ
れ
わ
れ

の
心
を
打
つ
。
久
米
の
「
実
記
」

を
ひ
も
と
け
ば
、
そ
の
サ
ム
ラ

イ
・
マ
イ
ン
ド
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ

読
者
の
琴
線
を
ふ
る
わ
す
源
に

あ
る
こ
と
を
感
得
す
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
日
本
の
文
化
遺
産
と
も

い
う
べ
き
サ
ム
ラ
イ
精
神
の
コ

ア
は
何
か
。
そ
れ
は
第
一
に
「
道

義
」
を
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
私
欲
」
に
「
道
義
」
を
優
先
さ

せ
、
私
で
な
く
公
の
た
め
に
生
き

る
こ
と
で
あ
る
。
い
ざ
と
な
れ
ば

そ
の
た
め
に
命
も
捧
げ
る
精
神
、

そ
れ
が
士
道
で
あ
り
、
サ
ム
ラ
イ

の
本
質
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
人
倫
の
基
本
と
し
て
江
戸
時

代
、
武
士
だ
け
で
な
く
町
人
や
農

民
な
ど
一
般
の
人
々
に
ま
で
浸

透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

日
本
は
近
代
化
の
過
程
で
、
西

洋
的
な
利
益
追
求

の
考
え
を
取
り
入

れ
た
。
そ
れ
が
戦
後

と
く
に
著
し
く
、

ま
っ
と
う
で
あ
る

べ
き
個
人
主
義
か

ら
、
利
己
主
義
、
自

己
中
心
主
義
へ
と

堕
落
し
、
一
般
市
民

だ
け
で
な
く
指
導

層
や
エ
リ
ー
ト
層

に
ま
で
汚
染
が
広

が
っ
て
し
ま
っ
た
。

岡
崎
久
彦
氏
は
明

治
憲
政
に
サ
ム
ラ

イ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

と
い
う
言
葉
を
当

て
て
お
ら
れ
る
が
、
サ
ム
ラ
イ
・

マ
イ
ン
ド
は
、
西
洋
で
い
う
ノ
ー

ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ジ
ェ
に
通
じ
る

も
の
で
あ
る
。 

 

当
会
と
し
て
も
若
い
世
代
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
課
題
に

な
っ
て
い
る
折
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ｔ
Ｖ
「
新
選
組
」
が
放
映
さ
れ
て

い
る
こ
の
時
期
、
サ
ム
ラ
イ
・
マ

イ
ン
ド
の
再
認
識
を
促
し
、
そ
の

精
神
を
蘇
生
さ
せ
る
好
機
だ
と

思
わ
れ
る
。 

 

 

サムライ・マインドの蘇生 

泉 三郎 

第
三
十
四
回
の
全
体
例
会
は
七
月
三
日
（
土
） 

 

十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
討
議
と 

 
 

 

「
日
本
の
外
交
に
つ
い
て
」
岡
崎
久
彦
氏
の
講
演 

松前城と桜（5月7日） 
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当
会
設
立
九
年
目
と
な
る
二
〇

〇
四
年
度
最
初
の
全
体
例
会
が
、
四

月
十
七
日
（
土
）
国
際
文
化
会
館

ホ
ー
ル
に
約
六
十
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
年
に
四
回
づ
つ
全
体

例
会
を
し
て
き
た
の
で
八
年
で
三

十
二
回
、
そ
し
て
今
回
が
三
十
三
回

目
と
な
る
。
例
会
は
、
第
一
部
が
積

極
的
、
建
設
的
意
見
が
続
出
し
た
総

会
、
第
二
部
が
「
実
記
」
の
現
代
語

訳
を
終
え
た
水
澤
周
氏
の
興
味
深

い
講
演
（
詳
細
は
四
・
五
頁
）
の
二

部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
司
会
は
浅
沼

氏
。 

◆
今
後
の
活
動
方
針
と
組
織
に 

 

つ
い
て 

 

先
ず
泉
代
表
か
ら
以
下
の
よ
う

な
挨
拶
と
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

六
本
木
ヒ
ル
ズ
が
オ
ー
プ
ン
し

て
一
年
に
な
る
が
、
汐
留
、
品
川
地

区
再
開
発
と
続
き
、
東
京
の
景
観
も

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
身

近
な
国
際
文
化
会
館
も
建
替
え
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
由
で
、
来
年
三
月

以
降
し
ば
ら
く
は
使
え
な
く
な
る
。 

 

ま
た
、
世
界
情
勢
も
イ
ラ
ク
戦

争
、
自
衛
隊
の
派
遣
な
ど
大
き
な
変

化
が
あ
る
。
経
済
的
に
み
れ
ば
中
国

が
世
界
の
経
済
を
引
っ
張
る
有
力

な
機
関
車
に
な
っ
て
き
た
し
、
イ
ン

ド
も
そ
れ
に
続
い
て
発
展
途
上
に

あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
今
年
は
夏
に

参
院
選
挙
、
秋
に
は
ア
メ
リ
カ
の
大

統
領
選
挙
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
を
取

り
ま
く
時
代
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

▼
事
業
報
告 

 
二
〇
〇
三
年
度
の
事
業
報
告
な

ら
び
に
収
支
は
資
料
（
別
表
）
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。
毎
月
活
発
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
目

立
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。 

 

ま
ず
日
米
交
流
百
五
十
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
や
松
本
健
一
さ
ん

を
招
い
て
お
話
し
を
聞
い
た
。
ま

た
、
百
五
十
年
の
日
本
の
近
代
史
を

振
り
返
る
と
い
う
こ
と
で
中
村
政

則
先
生
に
お
願
い
し
て
三
回
に
わ

た
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
こ
と
が

大
き
な
事
業
と
い
え
る
。 

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
問
題 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
に
つ
い
て
は
二
十
一
名
の
幹
事

会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
定
款
を

起
草
、
先
日
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
申
請
を

東
京
都
庁
に
提
出
し
、
四
月
十
二
日

に
受
理
さ
れ
た
。 

 

七
月
半
ば
頃
と
予
想
さ
れ
る
認

可
の
そ
の
時
点
か
ら
「
米
欧
回
覧
の

会
」
か
ら
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」
に

な
る
。
要
点
は
ニ
ュ
ー
ス
そ
の
他
で

 

時
代
環
境
の
変
化
と
当
会
の
あ
り
方 

    

十
周
年
に
向
け
た
展
望
と 

 
 

 
 

 
 

 
  

建
設
的
な
意
見
の
交
換 

第３３回 

全体例会 

 

米欧回覧の会・２００３年度活動報告 

全体例会　　 読む会 歴　史 現未来 国際交流 メデイア 関西支部

２００３年

４月 ２８回例会（4/19） 「コングレス・黒人問題など」(4/3） 「イラク・北朝鮮問題への

「近習から科学技術ﾚﾎ゚ ﾀーー へ」 　　　　日本外交のあり方」（4/4）

ー久米邦武の成熟ー 　　　　　　　藤原宣夫氏

高田誠二氏 ★英訳の会（4/17） 　　　　　　　長谷川公一氏

５月 「郵便制度・農業・他」（5/8） 佐倉歴史ツアー ｽﾍ゚ｲﾝ･ﾎ゚ﾙﾄｶ゙ﾙの略記

★英訳の会（5/15） （５/１７） ﾖー ﾛｯﾊ゚州総論（5/22）

６月 「ﾌ゙ﾛー ﾄ゙ｳｴｲ・ｾﾝﾄﾗﾙﾊ゚ ｸー・運河」（6/5) 「明治日本の技術導入 ◆ﾆｭー ｽ３１号

★英訳の会（6/19） 　　東京大学工学部　誕生秘話」

７月 ２９回例会（7/12） 「ナイアガラ」（7/3） 山尾信一氏（6/4）

「近代日本・三つの岐路」 29回例会　中村政則氏講演会

中村政則氏 ★英訳の会（7/17） (7/12)

８月 （お休み） ｽｴｽ゙～ｺﾛﾝﾎ゙・ｻｲｺ゙ﾝ・

中国の帰航日程（8/20）

９月 「ﾎ゙ｽﾄﾝ太平楽会と愛国論・他」（9/4） 「満鉄調査部の歴史的考察」 ◆ﾆｭー ｽ３２号

★英訳の会（9/11） 永富邦雄氏（9/30）

１０月 　日米交流１５０周年記念ｼﾝﾎ゚ｼ゙ｳﾑ「貨幣について」（10/2） 「日本政治のあり方を考える」

　｢ｱﾒﾘｶﾝｸ゙ﾛー ﾊ゙ﾘｾ゙ ｼーｮﾝと （10/3）

　　　　日本のｱｲﾃ゙ﾝﾃｨﾃｨ」（10/25）

ﾄ゙ﾅﾙﾄ゙・ｷー ﾝ氏・松本健一氏 ★英訳の会（10/16）

１１月 ３０回例会（11/8） 「ﾊ゙ｲﾌ゙ﾙについて」（11/6） ３０回例会 関西歴史ﾂｱー

　　　　　「NPO化問題を考える」 ビデオ上映 企画・案内・参加

　　　　　「岩倉使節の米欧回覧」 (11/8) （11/18・19）

　　　　　　（ﾋ゙ﾃ゙ｵ３巻計90分）を上映★英訳の会（11/20）

１２月 「欧米から見た岩倉使節団」小菅心子氏 ◆ﾆｭー ｽ３３号

２００４年 忘年会（12/4）

１月 ３１回例会（1/26） ★英訳の会（12/18） 日本近現代史（連続ｾﾐﾅー ） ３１回例会 ﾋ゙ ﾃ゙ｵ鑑賞

「新年懇親例会」 「貿易・工業および制作・風景・他」（1/8） 　第１回　「大正ﾃ゙ﾓｸﾗｼー の運命」 「新年懇親例会」 「岩倉使節の米欧回覧」

ﾃー ﾏ「スイス」 ★英訳の会（1/22） 中村政則氏　（1/29） （1/26） 　　　　　３巻（1/23）

２月 ｽｲｽ駐日大使　ｼ゙ｬｯｸ・ﾙﾍ゙ﾙﾀ゙ﾝ氏　 「倫敦府総説」(2/5) 　第２回　「戦争はふせげたか」 　「アメリカはどんな国か、 ◆ﾆｭー ｽ３４号

ｹ゙ｽﾄ：近衛忠輝氏 中村政則氏　（2/28） 日本はどう向き合うのか」
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 お
知
ら
せ
す
る
。 

▼
十
周
年
記
念
事
業 

 

こ
れ
か
ら
の
年
度
の
大
き
な
課

題
は
、
来
年
の
設
立
十
周
年
記
念
事

業
の
計
画
・
準
備
で
あ
る
。 

 

記
念
事
業
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、

実
記
の
現
代
語
訳
の
出
版
を
実
現

す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
い
。
前
回
は
、

「
米
欧
回
覧
実
記
」
を
主
に
素
材
と

し
て
研
究
者
を
外
部
か
ら
招
い
た

の
に
対
し
て
、
今
回
は
な
る
べ
く

我
々
の
メ
ン
バ
ー
の
研
究
発
表
も

含
め
て
考
え
た
い
。
構
成
は
、
実
記

を
読
む
会
（
英
訳
実
記
を
読
む
会
を

含
む
）
、
歴
史
部
会
と
現
未
来
部
会

の
三
つ
が
軸
と
な
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。 

 

米
欧
回
覧
実
記
の
研
究
は
勿
論

で
あ
る
が
、
岩
倉
使
節
団
の
も
つ
意

味
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
題
材
と

し
た
い
。
歴
史
部
会
は
、
主
に
日
本

の
近
代
史
を
総
括
す
る
テ
ー
マ
、
現

未
来
部
会
は
現
代
の
問
題
を
テ
ー

マ
に
、
例
え
ば
三
日
間
に
わ
た
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
担
当
で
進

め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

▼
次
世
代
問
題 

 

も
う
一
つ
重
要
な
問
題
は
、
こ
れ

か
ら
の
五
年
、
十
年
を
考
え
る
場

合
、
会
員
の
平
均
年
令
が
非
常
に
高

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
若
い
世
代
に
ど
う
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
、
会
に
入
っ
て

も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
十
周
年
に
当
た
り
一
番
大
き

な
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
は

具
体
的
な
案
や
考
え
に
つ
い
て
後

ほ
ど
意
見
を
伺
う
こ
と
に
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
頁
参
照
） 

▼
会
則
の
改
定 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
連
し
て
会
則
も
若

干
改
定
す
る
。
会
員
を
正
会
員
、
準

会
員
、
賛
助
会
員
の
三
つ
に
す
る
。 

 

正
会
員
は
従
来
の
会
員
で
、
現
在

の
会
員
は
対
象
と
な
ら
な
い
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
化
以
降
に
入
会
の
会
員
か
ら

入
会
金
五
千
円
を
い
た
だ
く
。
年
会

費
は
変
更
な
く
五
千
円
と
し
た
い
。 

 
準
会
員
と
は
、
地
方
会
員
の
方
、

家
族
の
方
な
ど
の
た
め
に
新
設
す

る
も
の
で
会
費
は
二
千
円
程
度
と

す
る
。
準
会
員
は
ま
た
、
入
会
を
躊

躇
し
て
い
る
人
、
試
し
に
入
っ
て
み

た
い
と
い
う
人
を
一
年
間
に
限
っ

て
受
け
入
れ
る
、
会
員
拡
大
の
た
め

の
制
度
で
も
あ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
個
人
ま
た
は
法
人
の

賛
助
会
員
は
、
資
金
的
に
賛
助
す
る

意
向
の
あ
る
人
に
一
口
年
間
一
万

円
で
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。 

▼
事
業
基
盤
の
強
化 

 

最
後
に
一
つ
申
し
上
げ
て
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
こ
う
し
て
活
動
の
展
開
が
多
彩

に
な
る
に
伴
い
事
務
局
体
制
を
ど

う
し
て
も
充
実
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
資
金
的
に
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
特
別
賛
助
金
を

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
。
任
意
の

一
口
一
万
円
を
考
え
て
お
り
、
お
願

い
書
を
つ
く
り
、
近
々
送
付
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

◆
二
〇
〇
三
年
度
収
支
報
告 

 

続
い
て
岩
崎
氏
か
ら
収
支
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。 

 

収
支
報
告
書
（
右
表
）
の
通
り
、

事
務
経
費
は
大
き
く
く
く
れ
ば
「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
関
連
費
用
」
と
「
事
務
局
経

費
」
の
約
百
三
十
六
万
で
あ
る
。
一

方
、
収
入
は
毎
年
安
定
的
に
入
っ
て

く
る
年
会
費
の
約
百
十
一
万
で
、
こ

れ
で
三
十
五
万
く
ら
い
の
赤
字
に

な
る
の
が
基
本
的
な
構
造
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
も
全
体
が
黒
字
に
な
っ

た
理
由
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
と

そ
の
以
前
に
経
費
を
か
け
た
「
書
籍

売
上
げ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
く

と
試
算
で
約
二
十
四
万
の
赤
字
と

な
る
。
会
員
数
の
増
加
と
赤
字
に
な

ら
な
い
よ
う
な
個
別
事
業
運
営
が

今
後
と
も
必
要
で
あ
る
。 

◆
部
会
報
告 

 

磯
野
氏
（
実
記
を
読
む
会
）
、
小

林
氏
（
英
訳
実
記
を
読
む
会
）
、
小

野
氏
（
歴
史
部
会
）
、
小
田
氏
（
現

未
来
部
会
）
、
石
川
氏
（
国
際
交
流

部
会
）
、
足
立
氏
（
メ
デ
ィ
ア
部
会
）

の
各
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
部

会
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。 

 

最
後
に
、
松
前
氏
が
五
月
七
日
か

ら
の
北
海
道
歴
史
ツ
ア
ー
に
つ
い

て
直
前
の
ア
ピ
ー
ル
を
お
こ
な
っ

た
。
続
い
て
同
氏
か
ら
初
参
加
の
新

入
会
員
二
名
が
全
員
に
紹
介
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
議

論
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
指
摘
さ

れ
た
、
新
入
会
員
が
部
会
な
ど
に
気

軽
に
参
加
で
き
る
環
境
を
少
し
で

も
つ
く
る
こ
と
の
試
み
の
一
つ
で

あ
る
。 

◎前年度よりの繰越 363,623 ◎例会および部会関連費用 1,427,932

◎会費 2,592,047 案内郵便代 172,830

年会費 1,114,047 会場代他 914,515

例会および部会会費 1,478,000 講師お礼・車代 340,587

◎歴史ツアー 991,500 ◎歴史ツアー 865,825

　佐倉ツアー 301,500 　佐倉ツアー 255,195

　関西ツアー 690,000 　関西ツアー 610,630

◎書籍売り上げ 398,970 ◎ＮＥＷＳ関連費用 365,465
（岩倉使節団の再発見）

３１～３４号印刷代 193,200

◎雑収入 38,398 送付郵便代 172,265

◎事務局経費 991,809

電話・通信費 349,616

会議費 143,083

印刷費 39,900

ＰＲ費 190,650

事務費 268,560

◎次年度繰越金 733,507

4,384,538 4,384,538

米欧回覧の会

2003年度・収支報告

2003・4～2004・3

収入 支出
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§

同
行
二
人 

 

こ
れ
ま
で
に
も
時
々
会
報
で
報

じ
て
い
た
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
現

代
語
化
作
業
は
、
今
年
の
一
月
半
ば

に
全
五
冊
を
終
了
し
た
が
、
ス
タ
ー

ト
以
来
の
そ
の
作
業
日
程
は
、
奇
し

く
も
使
節
団
の
旅
程
、
六
三
二
日
に

ほ
と
ん
ど
等
し
い
六
三
五
日
を
費

や
し
た
。
訳
者
と
し
て
は
、
久
米
邦

武
の
不
思
議
な
呼
び
か
け
と
い
う

か
、
「
え
に
し
」
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
て
し
ま
う
。
四
国
の
八
十
八
か

所
回
り
の
巡
礼
は
、
弘
法
大
師
と
い

つ
も
二
人
連
れ
と
い
う
気
持
ち
か

ら
「
同
行
二
人
」
と
墨
書
し
た
笠
を

被
っ
て
歩
く
が
、
私
の
「
実
記
現
代

語
化
の
旅
」
も
、
ま
さ
し
く
久
米
さ

ん
と
の
「
同
行
二
人
」
と
い
う
感
じ

で
あ
っ
た
。 

 

作
業
総
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
の

原
稿
用
紙
に
す
る
と
約
四
〇
〇
〇

枚
、
字
数
に
し
て
一
六
〇
万
字
、
六

三
五
日
の
間
、
欠
か
さ
ず
二
五
〇
〇

字
ず
つ
は
書
い
て
い
た
わ
け
で
、
か

り
に
こ
れ
を
般
若
心
経
二
六
六
字

の
写
経
に
費
や
し
た
と
す
れ
ば
、
六

〇
〇
〇
巻
近
く
を
写
経
し
た
こ
と

に
な
り
、
私
は
多
分
立
派
に
成
仏
し

た
こ
と
と
思
う
。
付
け
た
注
は
八
〇

〇
本
に
達
し
た
が
、
こ
れ
は
『
実
記
』

を
現
代
に
お
い
て
き
ち
ん
と
理
解

す
る
た
め
に
は
必
要
最
小
限
の
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

§

久
米
邦
武
の
複
眼 

 

『
実
記
』
巻
頭
の
「
例
言
」
の
中

で
久
米
さ
ん
は
「
第
一
編
は
西
洋
世

界
へ
の
旅
の
最
初
で
、
著
者
の
関
心

は
主
と
し
て
我
が
国
と
異
な
る
風

物
の
こ
と
に
向
か
っ
た
。
第
二
、
第

三
編
は
、
工
業
生
産
と
そ
の
産
物
に

つ
い
て
詳
し
く
書
く
こ
と
に
努
め

た
。
第
四
、
第
五
編
で
は
重
複
を
避

け
て
そ
れ
ま
で
の
記
録
に
は
な

か
っ
た
こ
と
を
題
材
に
選
び
、
ま

た
、
記
録
の
補
充
・
補
正
を
目
指
し

た
」
と
い
う
よ
う
に
編
集
的
意
図
を

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
一
歩

踏
み
込
ん
で
内
容
的
な
意
図
を
推

察
す
る
な
ら
ば
、
次
ぎ
の
よ
う
に
言

え
よ
う
か
。 

 

第
一
の
ア
メ
リ
カ
編
は
、
未
開
あ

る
い
は
半
開
か
ら
文
明
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
旅
で
あ
り
、
ま
た
、
全
く

の
新
天
地
に
西
洋
文
明
を
移
植
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
育
つ
か
と
い

う
実
験
を
見
る
旅
で
あ
る
。 

 

第
二
の
イ
ギ
リ
ス
編
は
、
産
業
革

命
と
い
う
も
の
の
成
果
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
観
察
し
、
当
時
の
西
洋
文

明
の
最
高
到
達
点
を
見
る
と
と
も

に
そ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
探

る
旅
で
あ
る
。 

 

第
三
編
で
旅
し
た
諸
国
で
は
、
産

業
の
発
展
段
階
を
や
や
細
か
く
見

る
と
と
も
に
、
国
民
性
と
国
家
形
態

と
の
関
係
を
分
析
的
に
見
な
が
ら

近
代
的
国
家
の
あ
り
か
た
の
種
々

層
を
見
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
規

模
の
国
家
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
パ

ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
見
た
。 

 
第
四
編
で
は
、
ロ
ー
マ
以
来
の
伝

統
が
生
ん
だ
老
帝
国
の
限
界
と
衰

退
、
そ
し
て
そ
の
再
生
の
可
能
性
を

観
察
し
、
ま
た
、
西
欧
文
化
・
文
明

の
オ
リ
ジ
ン
と
も
言
う
べ
き
も
の

も
見
た
。
こ
う
し
て
一
行
は
、
ア
メ

リ
カ
で
す
で
に
予
見
し
た
「
文
明
の

一
生
」
と
い
っ
た
こ
と
も
改
め
て
感

じ
、
そ
の
源
流
か
ら
末
流
ま
で
の
考

察
の
材
料
を
得
た
。 

 

そ
し
て
、
最
後
の
第
五
編
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
旅
で
見
た
こ
と
の
総

合
と
分
析
を
行
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
て
取
る
に

は
、
終
始
同
じ
視
線

で
は
出
来
な
い
。
使

節
団
は
旅
を
重
ね
な

が
ら
そ
の
体
験
を
も

と
に
、
視
点
の
定
め

方
を
微
妙
に
変
化
さ

せ
て
お
り
、
記
録
者

で
あ
る
久
米
さ
ん
の

も
の
を
見
る
力
も
次

第
に
成
熟
し
、
い
わ

ば
複
眼
で
見
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。 

§

検
算
と
校
閲 

 

現
代
語
化
作
業
の

中
間
報
告
で
も
触
れ

た
こ
と
で
あ
る
が
、
久
米
さ
ん
の
記

述
に
は
数
字
の
間
違
い
や
方
角
の

間
違
い
、
歴
史
的
事
実
の
誤
認
な
ど

も
か
な
り
多
く
、
十
九
世
紀
後
半
の

「
西
洋
事
情
」
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ

デ
ィ
ア
と
し
て
読
ま
れ
る
可
能
性

を
持
つ
現
代
語
訳
と
し
て
は
、
か
な

り
そ
の
補
正
に
神
経
を
使
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
別
に
久
米
さ
ん
の
仕

事
の
揚
げ
足
を
取
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
い
。
原
本
の
様
子
を
見
る

と
、
公
け
の
刊
行
物
で
あ
る
の
に
か

か
わ
ら
ず
、
十
分
な
校
閲
・
校
正
作

業
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
節
が
あ
る
。

田
中
彰
氏
の
文
庫
判
の
編
纂
姿
勢

は
、
主
と
し
て
原
本
の
再
現
に
あ
っ

た
の
で
、
校
閲
は
行
わ
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
範
囲
は
か
な
り
限
ら

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。 

 
英
訳
本
の
校
注
を
見
る
と
、
か
な

り
き
ち
ん
と
し
た
校
閲
が
そ
れ
ぞ

れ
の
訳
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
や
は
り
外

国
人
の
目
で
は
見
逃
す
と
こ
ろ
も

あ
り
、
ま
た
分
担
訳
で
あ
る
た
め
校

閲
に
や
や
粗
密
の
差
が
見
ら
れ
る
。

現
代
語
訳
は
、
は
じ
め
て
一
貫
し
た

目
で
行
っ
た
全
面
的
校
閲
で
あ
る

と
言
え
る
か
も
知
れ
ぬ
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
作
業
は
完
全
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
今
後
『
実
記
』
を
研
究
す

る
人
々
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
考
察
を

深
め
る
た
め
の
手
が
か
り
を
提
供

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
れ
ば
、
大

き
な
喜
び
で
あ
る
。
ま
た
、
読
者
の

裾
野
が
広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
研

究
の
多
角
化
が
い
っ
そ
う
強
化
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

久
米
さ
ん
の
「
間
違
い
」
の
原
因

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
時

す
で
に
西
欧
の
中
で
も
先
進
的
な

国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
資
料
も

作
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
統
計
の
な

い
国
も
あ
る
し
、
ま
た
、
統
計
の
作

 
『
米
欧
回
覧
実
記
』
現
代
語
訳
を
終
わ
っ
て 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

水
澤 

周 

「サンマリコ」寺鐘楼（銅版画集より） 

旅客ノ来ルモノ、相楽ミテ帰ルヲ忘ルヽトナン 

 

洋装の久米邦武 

 

第
三
十
三
回
全
体
例
会
の
第

二
部
、
『
実
記
』
の
現
代
語
訳

を
完
了
し
た
水
澤
周
氏
の
講
演

要
旨
で
あ
る
。 
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 成
姿
勢
も
異
な
っ
て
い
た
り
し
た
。

そ
も
そ
も
そ
う
い
う
統
計
数
字
の

扱
い
は
、
明
治
初
期
の
人
々
に
と
っ

て
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
。 

 

地
図
に
し
て
も
、
ハ
ン
ド
・
ア
ト

ラ
ス
的
な
も
の
が
出
来
て
ま
だ
日

は
浅
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ト
ラ
ス

に
至
っ
て
は
、
久
米
さ
ん
た
ち
の
旅

よ
り
も
か
な
り
後
、
一
八
九
九
年
に

至
っ
て
初
出
す
る
の
で
あ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
西
部
の
汽
車
の
旅
の

中
で
、
久
米
さ
ん
は
グ
リ
ー
ン
川

（
原
文
で
は
グ
ラ
イ
ン
川
）
の
末
は

メ
キ
シ
コ
湾
に
入
る
、
南
部
水
系
の

有
力
な
川
だ
と
言
っ
て
い
る
。
し
か

し
事
実
は
グ
リ
ー
ン
川
は
コ
ロ
ラ

ド
川
に
入
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾

に
注
ぐ
。
単
な
る
ケ
ア
レ
ス
・
ミ
ス

か
、
同
行
し
た
デ
・
ロ
ン
グ
公
使
あ

た
り
の
ミ
ス
リ
ー
ド
と
も
思
え
る

が
、
調
べ
て
み
る
と
コ
ロ
ラ
ド
川
中

流
は
ま
だ
ボ
ー
ト
に
よ
る
実
地
調

査
中
で
、
そ
の
全
貌
が
分
か
っ
た
の

は
久
米
さ
ん
た
ち
の
旅
の
七
年
後
、

よ
う
や
く
一
八
七
九
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
人
に

と
っ
て
も
こ
れ
は
ま
だ
テ
ラ
・
イ
ン

コ
グ
ニ
タ
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
統
計
を
手
に
し
、
完
備

し
た
ア
ト
ラ
ス
を
持
っ
て
い
る
私

た
ち
が
、
簡
単
に
あ
げ
つ
ら
う
こ
と

が
出
来
な
い
も
の
が
、
そ
こ
に
は
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。 

§

『
実
記
』
三
大
不
思
議 

 

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
現
代
語
化

作
業
を
続
け
て
い
る
な
か
で
、
久
米

さ
ん
の
記
述
に
は
不
思
議
な
こ
と

も
い
ろ
い
ろ
出
て
来
た
。
そ
れ
を
、

事
実
関
係
を
調
べ
て
は
補
注
の
よ

う
な
形
で
解
決
し
た
の
で
あ
る
が
、

中
で
も
も
っ
と
も
不
思
議
に
思
っ

た
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。 

①
ア
メ
リ
カ
編
で
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ 

 

の
観
光
の
旅
の
途
次
、
オ
ー
ル
バ 

 

ニ
ー
と
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
の
間
に
、 

 

存
在
す
る
は
ず
の
な
い
大
き
な 

 

湖
を
見
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。 

②
ヴ
ェ
ニ
ス
に
到
着
し
た
の
は
夜 

 

の
十
時
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て 

 

い
る
の
に
、「
日
光
爽
カ
ニ
」
照
っ 

 
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
か
。 

③
最
後
の
上
海
・
長
崎
間
の
日
程
で 

 

九
月
五
日
が
二
度
現
れ
る
。
こ
れ 

 

を
単
純
ミ
ス
と
し
て
カ
ツ
ト
す 

 

る
と
、
船
の
速
度
は
異
常
な
も
の 

 

と
な
っ
て
し
ま
う
。
で
は
ど
の
よ 

 

う
に
解
釈
す
る
か
。 

 

②
の
例
の
場
合
、「
月
光
爽
カ
ニ
」 

と
、
単
な
る
誤
植
と
す
る
手
も
も
ち

ろ
ん
あ
る
の
だ
が
、
時
間
の
記
述
の

ミ
ス
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
な

か
な
か
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
。

「
校
閲
探
偵
」
の
腕
の
見
せ
所
で
あ

る
。 

 

例
会
の
講
演
で
は
、
こ
の
あ
た
り

少
し
詳
し
く
述
べ
た
の
だ
が
、
会
報

で
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
詳
記
出

来
な
い
。
「
謎
」
の
ま
ま
に
し
て
お

く
が
、
こ
の
「
謎
」
の
答
え
を
知
り

た
い
方
は
、
現
代
語
訳
の
出
版
を
お

待
ち
い
た
だ
き
た
い
。
出
版
社
は
慶

応
義
塾
大
学
出
版
会
に
決
ま
っ
た
。

出
版
期
日
は
ま
だ
未
定
だ
が
、
多
分

来
年
前
半
に
は
五
冊
セ
ッ
ト
と
し

て
出
せ
る
と
思
う
。 

 

四
月
全
体
例
会
に
お
い
て
泉

代
表
か
ら
以
下
の
よ
う
な
問
題

提
起
が
あ
り
、
熱
心
な
討
議
が

お
こ
な
わ
れ
た
。 

『
今
ま
で
も
若
い
世
代
が
何
人

か
参
加
し
て
き
て
い
る
が
、
人

数
が
少
な
い
せ
い
か
居
心
地
が

よ
く
な
い
せ
い
か
、
長
続
き
し

な
い
。
数
が
ま
と
ま
っ
て
く
れ

ば
、
若
い
人
も
心
強
い
し
、
大
き

な
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い

か
、
若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を
伺

い
た
い
。
』 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
多
く
の
会

員
が
提
案
あ
る
い
は
意
見
を
述

べ
た
。
主
な
発
言
を
以
下
に
紹

介
す
る
。 

◆
社
会
人
ば
か
り
で
な
く
大
学 

 
や
大
学
院
に
関
心
の
あ
る
人 

 

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
歴 

 

史
を
学
ぶ
学
生
に
呼
び
か
け 

 

る
手
は
な
い
か
。 

◆
今
の
大
学
生
は
「
米
欧
回
覧 

 

の
会
」
と
い
う
文
字
を
見
た 

 

だ
け
で
し
り
込
み
す
る
の
で 

 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
映 

 

像
を
み
て
、
時
間
や
空
間
を 

 

越
え
て
使
節
団
の
姿
そ
の
も 

 

の
に
感
激
し
た
体
験
が
あ
る
。 

 

若
い
世
代
に
は
ビ
デ
オ
な
ど 

 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
伝
え
る
の
が 

 

良
い
。 

◆
来
日
し
て
い
る
若
い
外
国
人 

 

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
は
い 

 

い
の
で
は
な
い
か
。 

◆
そ
も
そ
も
「
米
欧
回
覧
実
記
」 

 

の
存
在
を
知
ら
な
い
。
歴
史 

 

の
勉
強
を
し
て
も
「
岩
倉
使 

 

節
団
」
の
と
こ
ろ
ま
で
カ
リ 

 

キ
ュ
ラ
ム
が
い
か
な
い
。
福 

 

澤
諭
吉
は
知
っ
て
い
て
も 

 

「
岩
倉
具
視
っ
て
何
？
」
と
い 

 

う
こ
と
だ
と
思
う
。
大
学
ば 

 

か
り
で
な
く
、
中
学
校
ぐ
ら 

 

い
の
と
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
ブ
活 

 

動
で
も
よ
い
の
で
少
し
ず
つ 

 

浸
透
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。 

◆
ス
イ
ス
に
旅
行
を
し
た
が
、 

 

使
節
団
が
ル
ツ
ェ
ル
ン
や
イ 

 

ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
に
行
っ
た 

 

こ
と
は
知
ら
な
く
て
、
帰
っ 

 

て
き
て
か
ら
「
実
記
」
を
読
ん 

 

で
ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
ば
良 

 

か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
が 

 

あ
っ
た
。
一
般
に
関
心
の
高 

 

い
旅
行
の
分
野
で
、
こ
う
い 

 

う
こ
と
が
か
つ
て
は
あ
っ
た 

 

の
だ
と
い
う
こ
と
を
若
い
人 

 

た
ち
に
、
何
か
の
機
会
に
伝 

 

え
る
と
興
味
を
も
つ
の
で
は 

 
な
い
か
。 

◆
現
代
語
訳
や
英
語
版
が
学
校 

 

で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
ら
嬉
し 

 

い
な
と
思
う
。 

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
を
き
っ
か
け
に 

 

マ
ス
コ
ミ
に
一
斉
に
働
き
か 

 

け
た
ら
ど
う
か
。
当
会
は
ユ 

 

ニ
ー
ク
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
と
思
う 

 

の
で
そ
れ
を
売
り
物
に
や
る
。 

 

テ
レ
ビ
番
組
で
取
上
げ
ら
れ 

 

る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
。 

◆
自
分
の
子
供
を
連
れ
て
く
る 

 

人
は
少
な
い
。
む
し
ろ
友
人 

 

な
ど
他
人
の
子
供
の
方
が
素 

 

直
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

が
で
き
る
。
若
い
人
は
待
ち 

 

の
姿
勢
で
は
む
り
、
こ
ち
ら 

 

か
ら
戦
術
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ 

 

す
る
し
か
な
い
。 

◆
設
立
の
時
か
ら
の
課
題
で
い 

 

ろ
い
ろ
努
力
し
た
が
、
こ
れ 

 

ま
で
実
ら
な
い
の
で
、
違
う 

 

や
り
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら 

 

な
い
と
思
う
。
こ
っ
ち
へ
来 

 

い
と
い
う
言
い
方
が
い
け
な 

 

い
の
か
な
と
思
う
。
若
い
人 

 

た
ち
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
そ 

 

の
成
果
を
発
表
し
て
も
ら
う 

 

の
が
い
い
。
提
供
で
き
る
素 

 

材
は
い
く
ら
も
あ
る
。 

 

若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
は
、
幹
事
会
で
も
、
現

未
来
部
会
か
ら
案
が
で
た
「
日

本
の
未
来
像
」
な
ど
の
テ
ー
マ

の
懸
賞
論
文
募
集
の
検
討
、
あ

る
い
は
、
青
年
部
を
つ
く
っ
て
、

三
十
代
以
下
の
会
員
に
よ
る
自

主
運
営
活
動
の
推
進
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
・
・ 

 
 

 
 

 
 

若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

問題提起 
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歴
史
部
会
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
第

二
回
、
第
三
回
は
二
〇
〇
四
年
二
月

二
十
八
日
（
土
）
、
三
月
二
十
七
日 

（
土
）
に
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ

れ

盛

会

裡

に

終

わ

っ

た
。 

 

以
下
は
中
村
政
則
教
授
の
講
演

要
旨
で
あ
る
。 

■
戦
争
の
呼
称 

 

「
あ
の
戦
争
」
の
呼
称
は
一
九
六

〇
年
代
に
出
そ
ろ
っ
た
。
大
東
亜
戦

争
、
太
平
洋
戦
争
、
第
二
次
世
界
大

戦
、
帝
国
主
義
戦
争
、
抗
日
戦
争
、

十
五
年
戦
争
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
問

題
に
決
着
が
つ
か
な
い
と
戦
後
は

終
わ
ら
な
い
。
八
十
年
代
に
戦
争
観

は
さ
ら
に
多
元
化
し
た
。
そ
の
最
大

公
約
数
は
次
の
四
つ
で
あ
る
。 

①
中
国
に
対
し
て
は
侵
略
戦
争 

②
東
南
ア
ジ
ア
に
対
し
て
は
謝
罪 

③
米
英
蘭
と
く
に
日
米
戦
争
は
帝 

 

国

主

義

間

戦

争 

④
ソ
連
は
日
ソ
中
立
条
約
を
破
っ 

 

た
侵
略
者 

四
つ
は
関
連
し
て
い
る
。
私
は
一
九

二
八
年
の
張
作
霖
爆
殺
事
件
か
ら

敗
戦
ま
で
の
「
十
五
年
戦
争
」
と
い

う
視
点
か
ら
み
て
い
く
。
中
国
フ
ァ

ク
タ
ー
を
重
視
し
「
日
米
中
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
」
の
中
で
戦
争
を
理
解

し
た
い
。 

■
「
回
帰
不
能
点
」Point of no 

 
 return

は
ど
こ
か 

 
「
い
つ
だ
っ
た
ら
戦
争
は
ふ
せ
げ

た
か
」
（
『
歴
史
の
こ
わ
さ
と
面
白

さ
』
）
で
私
は
次
の
三
つ
の
時
点
を

指
摘
し
た
。 

①

大

正

デ

モ

ク

ラ

シ

ー 

②
満
州
事
変
（
関
東
軍
の
暴
走
） 

③
日
独
伊
三
国
同
盟 

当
時
の
国
民
に
は
開
戦
決
定
権
は

な
い
か
ら
「
国
民
が
ふ
せ
げ
る
段

階
」
（
①
）
と
「
権
力
者
が
ふ
せ
げ

る
段
階
」
（
②
③
）
と
分
け
て
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。
今
回
は
回
帰
不
能

点
を
対
中
国
関
係
と
対
ア
メ
リ
カ

関
係
に
分
け
て
考
え
る
。
ま
ず
対
中

国
の
回
帰
不
能
点
で
あ
る
。 

▼

満

州

事

変 
 

満
州
事
変
は
大
き
い
事
件
だ
が

局
地
戦
で
、
タ
ン
ク
ー
停
戦
協
定

（
一
九
三
三
年
五
月
）
で
一
旦
終

わ
っ
た
。
あ
の
と
き
に
事
変
が
廬
溝

橋
事
件
ま
で
進
む
と
は
誰
も
思
わ

な
か
っ
た
。
事
変
に
関
し
て
新
聞
と

ラ
ジ
オ
が
戦
争
熱
を
煽
っ
た
。
ラ
ジ

オ
は
一
九
三
二
年
に
百
万
台
を
突

破
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
は

満
州
事
変
の
と
き
に
始
ま
っ
た
。

『
男
子
の
本
懐
』
の
取
材
で
朝
日
新

聞
の
記
事
を
調
べ
た
城
山
三
郎
氏

は
「
朝
日
新
聞
は
ま
る
で
官
報
だ
」

と
、
同
紙
が
戦
争
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
お
先
棒
担
ぎ
に
変
身
し
た
と

対
談
で
私
に
語
っ
た
。 

▼

西

安

事

件 
 

一
九
三
六
年
十
二
月
に
軍
閥
張

学
良
と
国
民
党
の
蒋
介
石
が
内
戦

停
止
と
抗
日
で
一
致
し
（
西
安
事

件
）
、
さ
ら
に
抗
日
は
翌
年
九
月
の

国
共
合
作
へ
と
進
ん
だ
。
国
際

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
松
本
重
治
は
の

ち
に
「
西
安
事
件
か
ら
廬
溝
橋
事
件

（
一
九
三
七
年
七
月
）
ま
で
の
約
七

カ
月
間
は
、
こ
れ
を
静
か
に
回
想
し

て
み
れ
ば
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦

争
・
敗
戦
へ
と
続
く
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
い
わ
ば
日
本
の
運
命

を
決
定
し
た
時
期
で
あ
っ
た
」
と
書

い
て
い
る
。
（
『
上
海
時
代
』
） 

 

日
中
戦
争
開
戦
時
に
日
本
軍
部

は
「
二
、
三
カ
月
で
支
那
を
叩
き
の

め
す
」
と
豪
語
し
た
が
百
万
の
軍
隊

を
派
遣
し
て
も
中
国
に
勝
て
な

か
っ
た
。
日
本
は
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
強
さ
を
認
識
で
き
な

か

っ

た

の

で

あ

る
。 

  

次
ぎ
に
対
米
関
係
で
の
回
帰
不

能
点
に
関
し
て
述
べ
る
。
歴
史
学
者

の
多
く
は
一
九
四
〇
年
九
月
の
日

独
伊
三
国
同
盟
を
回
帰
不
能
点
と

み
、
国
際
政
治
学
者
に
は
日
米
交
渉

段
階
で
も
戦
争
回
避
の
可
能
性
を

み
る
人
が
い
る
。 

▼

松

岡

洋

右

の

構

想 
 

日
独
伊
三
国
同
盟
と
同
年
十
二

月
の
経
済
新
体
制
確
立
が
次
の
回

帰
不
能
点
と
な
る
。
松
岡
外
相
の
構

想
は
対
米
依
存
体
制
か
ら
の
脱
却

に
よ
る
大
東
亜
共
栄
圏
構
築
で

あ
っ
た
が
南
進
政
策
に
よ
っ
て
米

英
蘭
の
既
得
権
益
と
の
衝
突
を
内

包
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ

リ
カ
は
経
済
制
裁
で
対
抗
し
た
。 

▼
日
米
交
渉
で
の
暫
定
協
定
案 

 

国
際
政
治
学
者
の
細
谷
千
博
は

「
日
本
側
が
出
し
た
乙
案
に
対
し

て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
修
正
乙
案
を
出

そ
う
と
し
て
い
た
。
あ
れ
が
交
渉
の

テ
ー
ブ
ル
に
乗
れ
ば
（
戦
争
）
回
避

の
可
能
性
は
あ
っ
た
」
と
い
っ
て
い

る
。
政
治
学
者
五
百
頭
部
真
・
箕
原

洋
平
ら
に
よ
れ
ば
日
本
側
も
米
国

の
暗
号
電
文
を
解
読
し
東
郷
外
相

は
米
の
修
正
乙
案
は
日
本
の
乙
案

と
ほ
ぼ
同
じ
だ
か
ら
そ
の
米
国
か

ら
の
提
示
に
よ
っ
て
戦
争
回
避
可

能
と
読
ん
で
い
た
。
だ
が
修
正
乙
案

が
出
さ
れ
ず
妥
協
不
能
な
「
ハ
ル
・

ノ
ー
ト
」
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ

の
背
景
に
は
米
国
の
対
日
融
和
策

へ
の
中
国
の
徹
底
抗
議
、
蒋
介
石
か

ら
米
国
務
省
へ
発
信
さ
れ
た
「
洪
水

の
よ
う
な
電
文
」
が
あ
っ
た
。 

■
御
前
会
議
な
ど 

 

御
前
会
議
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

木
戸
幸
一
は
御
前
会
議
を
「
あ
れ
は

癌
だ
」
と
い
い
、
昭
和
天
皇
も
「
御

前
会
議
は
お
か
し
な
も
の
」
（
『
昭

和
天
皇
独
白
録
』
）
と
い
っ
た
。
こ

の
会
議
は
幕
層
の
起
案
が
上
部
で

決
定
さ
れ
る
過
程
で
責
任
が
拡
散

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
下
は
上
が

悪
い
と
い
い
上
は
下
が
悪
い
と
い

う
「
無
責
任
の
体
系
」
で
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
に
大
本
営
発
表
に
よ

る
虚
偽
情
報
の
伝
達
、
経
営
学
者
の

共
著
『
失
敗
の
本
質
』
で
分
析
さ
れ

た
「
成
功
は
失
敗
の
も
と
」
論
、
三

八
式
小
銃
と
戦
艦
大
和
が
共
存
す

る
技
術
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
極
端
な

精
神
主
義
な
ど
、
別
の
視
点
か
ら
の

問
題
も
多
か
っ
た
。 

■
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
戦 

 

後
時
期
区
分 

 

戦
後
日
本
の
岐
路
を
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
問
題

に
し
て
み
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
十
五
世
紀
末
の
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」
に
始
ま

り
現
在
は
そ
の
最
終
段
階
（
プ
ラ
ネ

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
と
も
い
わ
れ

る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

 

十
周
年
記
念
事
業
の
布
石
を
固
め
る 

 

中
村
教
授
の
日
本
近
代
史 

 
 

 
 

 
 

 

充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了 

歴史部会 

連続セミナー 

第
二
回
（
二
月
二
十
八
日
） 

 

十
五
年
戦
争
― 

 

『
回
帰
不
能
点
は
ど
こ
か
』 

第
三
回
（
三
月
二
十
七
日
） 

 

戦
後
日
本
の
岐
路―

 

 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

視
点
か
ら 

中村政則教授（右）と 

歴史部会・半澤健市氏（左） 
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 態
度
に
肯
定
論
、
否
定
論
と
い
ろ
い

ろ

あ

る
。 

戦
後
の
時
期
区
分
を
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。 

①
占
領
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講 

 

和
（
一

九

四

五

～

五

二
） 

②
高
度
経
済
成
長
（
一
九
五
〇
～
一 

 

九

六

〇

年

代
） 

③
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
と
石
油 

 

危
機
（
一
九
七
〇
～
一
九
八
〇
年 

 
代
） 

④
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
（
一
九
九 

 

〇
～
二
十
一
世
紀
） 

■
占
領
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和 

 

日
本
占
領
は
世
界
史
上
で
も
珍

し
い
例
で
、
ハ
ー
グ
条
約
の
枠
を
越

え
て
占
領
軍
は
日
本
の
徹
底
的
な

民
主
化
、
非
軍
事
化
を
求
め
か
つ
実

行
し
た
。
こ
れ
に
は
第
一
次
大
戦
後

の
過
酷
な
対
ド
イ
ツ
政
策
の
失
敗

か
ら
教
訓
を
学
ん
だ
と
い
う
背
景

が
あ
る
。
経
済
運
営
で
は
、
一
九
四

九
年
の
経
済
安
定
九
原
則
、
ド
ッ
ジ

ラ
イ
ン
、
一
ド
ル
＝
三
百
六
十
円
の

為
替
レ
ー
ト
設
定
で
日
本
経
済
を

世
界
経
済
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
政
治
的
な
岐
路
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
体
制
（
日
米

安
保
体
制
）
を
選
択
し
た
こ
と
だ
。 

次
の
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
が

①
は
現
実
的
な
選
択
だ
っ
た
。 

①
吉
田
茂
の
軽
武
装
・
経
済
中
心
主 

 

義

路

線 

②
社
会
党
の
全
面
講
和
・
非
武
装
中 

 

立
、
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
の
路
線 

③
鳩
山
一
郎
・
岸
信
介
の
憲
法
改 

 

正
、
国
家
主
義
路
線 

一
九
六
〇
年
安
保
闘
争
で
③
は
挫

折
し
①
の
選
択
が
確
認
さ
れ
②
は

そ
の
補
完
物
と
な
っ
た
。
そ
の
代
償

も
大
き
く
こ
の
選
択
で
日
本
の
軍

事
と
外
交
（
プ
ラ
ス
経
済
）
は
米
国

の
意
向
を
無
視
し
て
は
何
も
き
め

ら
れ
な
い
と
い
う
従
属
的
構
造
が

き
ま
っ
た
。 

■
高
度
経
済
成
長 

 

一
九
五
〇
年
に
始
ま
る
朝
鮮
戦

争
特
需
は
日
本
版
マ
ー
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
の
効
果
を
も
っ
た
。
貿
易
と
資

本
の
自
由
化
が
対
外
競
争
力
増
強

の
た
め
の
技
術
革
新
と
設
備
投
資

増
加
の
誘
因
と
し
て
働
い
た
こ
と

が
大
き
い
。
先
進
資
本
主
義
各
国
は

総
じ
て
高
度
成
長
を
達
成
し
た
が

日
本
は
突
出
し
て
い
た
。
ど
の
国
に

も
あ
る
歴
史
的
勃
興
期
に
当
た
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
国
際
石
油
価
格

の
低
位
安
定
、
国
内
政
治
の
安
定
も

寄
与
が
大
き
か
っ
た
。 

①

技

術

革

新 

②
間
接
金
融
体
制
＝
貯
蓄
率
の
高 

 

さ
、
低
金
利
の
企
業
融
資
に
よ
る 

 

活

発

な

設

備

投

資 

③

良

質

安

価

な

労

働

力 

④
対
米
輸
出 

が
高
度
成
長
の
要
因
で
あ
っ
た
。 

輸
出
市
場
は
対
米
依
存
率
が
三
割

台
で
西
独
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
に

「
だ
か
ら
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
し

か
友
人
が
で
き
な
い
の
だ
」
と
言
わ

れ
た
。
西
独
は
一
国
へ
の
輸
出
は
一

〇
％
を
超
え
な
い
政
策
を
と
っ
て

い
た
。
た
だ
日
本
の
場
合
は
地
政
学

的
に
輸
出
相
手
国
の
分
散
は
困
難

な
面
も
あ
っ
た
。 

■
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
と
石
油 

 

危
機 

 

一
九
七
一
年
の
ド
ル
の
金
へ
の

交
換
停
止
と
七
三
年
の
変
動
相
場

制
移
行
は
、
米
国
の
対
外
債
務
増
大

に
よ
る
も
の
で
ド
ル
へ
の
信
認
が

低
下
し
「
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
」
な
る

投

機

時

代

に

道

を

開

い

た
。 

 

日
本
は
一
九
七
三
年
、
七
九
年
の

二
度
の
石
油
危
機
を
克
服
し
た
が
、

そ
の
「
減
量
経
営
方
式
」
は
の
ち
の

リ
ス
ト
ラ
の
原
型
と
な
っ
た
。
労
働

時
間
の
長
期
化
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、

過
労
死
、
単
身
赴
任
、
出
向
な
ど
は

そ

の

事

例

で

あ

る
。 

 

八
〇
年
代
は
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
、
中
曽
根
行
革

と
市
場
原
理
重
視
、
規
制
緩
和
、
反

福
祉
政
策
の
時
代
で
あ
る
。
日
本
か

ら
の
海
外
直
接
が
増
加
し
対
ア
ジ

ア
投
資
も
急
増
し
た
。 

■
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義 

 
そ
れ
は
人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報

が
国
境
を
越
え
て
動
き
ま
わ
る
時

代
で
あ
り
、
多
国
籍
企
業
の
時
代
で

も
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
イ
（
『
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
幻
想
』
）
に

よ
れ
ば
多
国
籍
企
業
は
世
界
生
産

の
三
分
の
一
、
世
界
貿
易
の
三
分
の

二
を
占
め
る
。
多
国
籍
企
業
の
地
球

的
展
開
は
資
本
の
歴
史
的
完
成
形

態
と
い
え
る
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
軍

事
、
経
済
、
情
報
の
一
極
集
中
も
行

き

着

く

と

こ

ろ

ま

で

き

た
。 

 

日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
発
生
と
崩

壊
は
こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
行
す
る
な
か
で
起
こ
っ
た
。

一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ

る
円
高
政
策
で
国
内
金
利
は
大
幅

に
低
下
し
た
。
企
業
の
銀
行
離
れ
、

余
剰
資
金
の
株
式
・
不
動
産
へ
の
流

入
が
起
こ
り
バ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。

金
融
自
由
化
が
そ
れ
を
加
速
さ
せ

た
。
株
価
と
地
価
の
暴
落
後
の
政
策

ミ
ス
が
重
な
り
（
住
専
に
始
ま
る
破

綻
処
理
の
遅
れ
な
ど
）
事
後
処
理
に

失
敗
し
た
。 

■
戦
後
最
大
の
岐
路 

 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
ど

う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
十
九
世
紀
資
本
主
義
に
は
自
由

主
義
国
家
（
夜
警
国
家
）
、
二
十
世

紀
資
本
主
義
に
は
福
祉
国
家
が
そ

れ
ぞ
れ
対
応
し
て
き
た
が
、
二
十
一

世
紀
資
本
主
義
は
福
祉
国
家
の
解

体
を
も
た
ら
す
の
か
。
新
古
典
派
的

理
論
に
拠
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
済

格
差
の
拡
大
、
資
源
枯
渇
に
よ
る
成

長
神
話
の
終
焉
、
民
族
紛
争
の
激

化
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
横
行
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
力
の
集
中
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
運
動
の
発
生
、
な
ど
多
面
的
な

様

相

を

も

た

ら

し

て

い

る
。 

 

日
本
に
と
っ
て
戦
後
最
大
の
岐

路
は
憲
法
改
正
問
題
で
あ
る
が
こ

れ
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

影
響
を
免
れ
な
い
。
最
大
の
争
点
は

憲
法
九
条
と
象
徴
天
皇
制
（
女
帝

論
、
元
首
論
）
で
あ
る
。
（
基
本
的

人
権
、
環
境
権
な
ど
も
あ
り
） 

 

条
文
個
々
へ
の
関
心
は
必
要
だ

が
、
私
は
今
必
要
な
こ
と
は
「
国
力

と
は
何
か
」
、
「
二
十
一
世
紀
の
日

本
を
ど
う
い
う
国
に
し
た
い
の
か
」

と
い
う
基
本
的
問
題
を
考
え
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
国
力
と
は
経

済
力
、
軍
事
力
、
外
交
力
、
文
化
力
、

情
報
力
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
は
軍
事
力
で
世
界
一
に
な
れ

な
い
し
な
る
必
要
も
な
い
。
経
済
、

外
交
、
文
化
、
情
報
で
世
界
に
貢
献

す
る
道
は
存
在
す
る
と
思
う
。 

 
 

 
 

 

（
文
責 

半
澤
健
市
） 

 

歴
史
部
会
連
続
セ
ミ
ナ
ー
講

師
で
あ
る
中
村
政
則
先
生
編
の

『
昭
和
史
年
表 

増
補
版 

一

九
二
六
―
二
〇
〇
三
』
（
Ａ
五

版
、
八
十
八
頁
）
が
岩
波
書
店

か
ら
「
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
Ｎ

Ｏ
．
六
二
四
」
と
し
て
六
月
に

発
売
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
歴
史

部
会
幹
事
の
半
澤
健
市
氏
が
編

集
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
定
価

は
税
込
六
〇
九
円
。
内
容
豊
か

な
ハ
ン
デ
ィ
本
で
す
。
ご
購
入

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

出
版
案
内 

 
 

中
村
政
則
編  

『
昭
和
史
年
表
』
発
売 
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 ★
松
前
・函
館
・札
幌
を
旅
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
川 

直
義 

 

昨
年
五
月
の
佐
倉
の
歴
史
の
旅

の
折
、
次
の
旅
先
と
し
て
松
前
、

函
館
が
浮
上
し
、
企
画
を
進
め

た
。
発
案
理
由
の
第
一
は
、
会
員

の
松
前
孝
廣
氏(

旧
松
前
藩
主
二
十

三
世)

か
ら
、
「
北
海
道
開
拓
の
拠

点
と
な
っ
た
松
前
藩
の
地
と
日
本

一
の
桜
を
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん

か
」
と
の
情
熱
的
勧
誘
を
受
け
て

い
た
こ
と
。
第
二
は
、
日
本
近
代

化
前
夜
の
歴
史
、
戊
辰
戦
争
の
最

後
の
舞
台
を
訪
ね
て
み
た
か
っ
た

こ
と
、
第
三
に
は
岩
倉
使
節
団
研

究
者
と
し
て
高
名
な
北
海
道
大
学

名
誉
教
授
・
田
中
彰
氏
の
札
幌
で

の
講
演
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
件
は
私
の
高
校

時
代
の
学
友
山
田
家
正
氏(

北
海
道

開
拓
記
念
館
館
長
）
に
会
場
の
設

営
も
含
め
一
切
の
労
を
と
っ
て
い

た
だ
い
た
。 

 

松
前
孝
廣
氏
、
山
田
家
正
氏
、

並
び
に
参
加
者
二
十
五
名
の
ご
協

力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。 

★
歴
史
ツ
ア
ー
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
前 

孝
廣 

 

祖
父
松
ヶ
崎
萬
長
（
母
方
）
が

岩
倉
使
節
団
に
縁
が
あ
る
関
係
か

ら
入
会
し
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
一

年
五
月
の
歴
史
ツ
ア
ー
「
青
木
周

蔵
那
須
別
邸
」
（
松
ヶ
崎
萬
長
設

計
）
に
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
が

ご
参
加
下
さ
り
、
ま
た
今
回
は
、

父
祖
の
地
「
松
前
」
を
選
定
し
て

い
た
だ
き
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。 

 

諸
行
事
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
北
の

小
京
都
松
前
の
歴
史
、
観
桜
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
総
て
、
無
事
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
、
函
館
・
井
上
市
長
、
福
島
・
村

田
町
長
、
松
前
・
前
田
町
長
は
じ
め
、

ご
尽
力
の
方
々
の
賜
で
あ
り
、
謹
ん

で
謝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
旅
行
記
■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野 

博
正 

 

松
前
は
こ
こ
ろ
に
ふ
れ
む
桜
か
な 

 

北
国
の
も
て
な
し
百
花
整
ひ
て 

●
五
月
七
日
（
金
）
・松
前 

 

一
行
二
十
五
名
を
迎
え
た
松
前

は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
こ
れ
以
上
の
な

い
も
て
な
し
振
り
で
あ
っ
た
。
第
一

に
天
佑
と
い
う
べ
き
か
ま
た
と
な

い
快
晴
で
あ
っ
た
。 

 

次
に
『
春
風
爛
漫
、
桜
花
繚
乱
、

暦
程
ニ
乾
杯
シ
、
花
影
ニ
酔
フ
。
道

ハ
北
ノ
古
都
松
前
ニ
至
ル
。
花
ハ
紅

ナ
リ 

松
前
ノ
春
』
と
、
ま
さ
に
こ

の
詩
の
如
く
道
南
の
地･

松
前
は
町

中
が
桜
の
海
。
北
国
の
春
は
、
一
気

に
百
花
が
開
花
す
る
花
の
街
で
も

あ
っ
た
。
梅
、
桜
、
連
翹
、
タ
ン
ポ

ポ
、
菫
、
水
仙
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

辛
夷
、
白･

紫
木
蓮
等
。
名
物
の
桜
に

至
っ
て
は
、
城
下
町
に
二
百
五
十

種
、
一
万
本
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

桜
の
名
前
も
い
い
。
光
善
寺
の
古

木
・
血
脈
桜
（
け
ち
み
ゃ
く
桜
）
、

南
殿
（
な
で
ん
）
、
雨
宿
り
、
糸
括

り
、
関
山
（
か
ん
ざ
ん
）
等
の
八
重

桜
が
豪
華
さ
を
競
い
、
し
っ
と
り
と

し
た
染
井
吉
野
も
し
っ
か
り
と
健

在
。 

 
会
員
の
松
前
氏
は
地
元
の
お
殿

様
の
ご
子
孫
で
、
そ
の
郷
土
愛
と
大

変
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
町
を
動

か
し
、
町
を
挙
げ
て
の
歓
待
を
受
け

た
。
昼
食
は
十
八
代
松
前
徳
広
藩
主

が
京
都
か
ら
公
家
の
お
嫁
さ
ん
を

迎
え
た
婚
礼
の
祝
い
膳
メ
ニ
ュ
ー

を
再
現
し
た
目
に
も
鮮
や
か
な
朱

の
椀
と
お
膳
の
松
前
御
膳
。
午
後

は
、
福
山
城
や
、
公
園
、
始
祖･
武
田

信
弘
か
ら
十
九
代
に
及
ぶ
二
百
六

十
年
の
松
前
藩
、
藩
主
松
前
家
墓
所

や
、
い
ま
に
五
つ
残
る
寺
の
い
く
つ

か
を
回
っ
た
。 

 

京
都
の
公
家
よ
り
代
々
、
姫
を
迎

え
た
藩
の
戦
略
に
、
二
百
六
十
年
も

改
易
も
な
く
続
い
た
秘
密
を
見
た

思
い
で
あ
る
。
松
前
は
江
戸
時
代
の

蝦
夷
地
へ
の
玄
関
口
た
る
関
所
で

あ
り
、
北
前
船
な
ど
で
の
北
陸
や
関

西
な
ど
を
結
ぶ
交
易
を
独
占
、
そ
の

交
易
品
に
印
税
を
か
け
て
藩
財
政

を
支
え
、
「
無
高
の
藩
」
は
「
沖
の

口
奉
行
所
」
を
設
け
て
徴
税
し
た
。 

 
夕
刻
に
は
、
「
温
泉
旅
館
矢
野
」

に
投
宿
。
夜
は
、
新
進
気
鋭
三
十
七

歳
の
前
田
町
長
、
斎
藤
町
議
会
議

長
、
観
光
協
会
疋
田
会
長
の
同
席
を

得
て
宴
会
と
な
る
。
観
光
協
会
長
の

作
詞
作
曲
の
松
前
音
頭
や
、
地
元
民

謡･

道
南
口
説
節
な
ど
の
披
露
の
あ

と
、
地
元
と
わ
が
団
員
と
の
カ
ラ
オ

ケ
合
戦
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が

る
。
温
泉
も
薄
い
黄
土
色
の
硫
酸
塩

泉
で
、
旅
の
疲
れ
を
忘
れ
る
の
に
充

分
。
宴
会
後
、
有
志
で
燗
酒
を
ぶ
ら

下
げ
て
、
松
前
城
に
夜
桜
見
物
に
出

掛
け
る
。
盃
に
桜
を
浮
か
べ
て
、
桜

下
に
酒
を
汲
む
。 

快晴の松前藩屋敷前に勢揃いの参加メンバー 

松前御膳の昼食 血脈（けちみゃく）桜 

   

五
月
七
日
～
十
日
・
二
十
五
名
が
参
加 

  

桜
と
地
元
各
氏
の
歓
迎
・協
力
を
得
て 

                                              

充
実
の
旅 

歴史ツアー 

報告 
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●
五
月
八
日
（
土
）
・函
館 

 
バ
ス
で
松
前
を
後
に
し
て
、
福
島

町
に
あ
る
「
千
代
の
山･

千
代
の
富

士
両
横
綱
記
念
館
」
に
立
ち
寄
る
。

ひ
と
つ
の
町
か
ら
二
人
の
横
綱
が

出
た
偉
大
な
町
の
町
長
の
出
迎
え

を
受
け
る
。
館
長
は
千
代
の
富
士
の

実
姉
。
そ
れ
か
ら
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道

院
と
三
木
露
風
の
記
念
碑
を
見
学

し
て
、
函
館
へ
。 

 

函
館
の
五
島
軒
で
昼
食
を
頂
く
。

雪
河
亭
・
五
島
軒
は
建
物
自
体
も
収

集
品
も
ち
ょ
っ
と
し
た
美
術
館
、
佐

藤
忠
良
や
舟
越
保
武
の
彫
刻
、
絵
画

や
船
山
馨
の
遺
墨
、
幕
末
の
西
洋
式

船･

箱
館
丸
の
模
型
、
各
種
地
図
や

絵
図
等
の
思
わ
ぬ
め
っ
け
も
の
に

一
同
感
激
。
海
を
見
下
ろ
す
豪
華
な

食
堂
で
供
さ
れ
た
海
の
幸
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
も
中
々
美
味
だ
っ
た
。 

 

午
後
は
、
青
い
海
を
眼
下
に
眺
め

な
が
ら
、
高
台
の
元
町
地
区
を
散

策
、
亀
井
勝
一
郎
生
誕
地
を
皮
切
り

に
、
大
三
坂
、
チ
ャ
チ
ャ
登
り
を
経

て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
、
東
本
願
寺
、

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
な
ど
を
回
る
。

あ
と
港
地
区
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に

立
ち
寄
る
。
函
館
は
路
面
電
車
が
残

り
、
長
崎
に
も
似
た
坂
と
港
の
瀟
洒

な
町
で
あ
っ
た
。 

 

武
田
斐
三
郎
設
計
の
五
稜
郭
は

桜
が
散
り
か
け
て
い
た
。
旧
幕
軍
の

ブ
ラ
ッ
ケ
リ
ー
砲
（
射
程
距
離
一
〇

〇
〇
Ｍ.

）
に
対
し
、
政
府
軍
の
ク

ル
ッ
プ
砲
（
三
〇
〇
〇
Ｍ.

）
の
差
で
、

あ
え
な
く
榎
本
武
揚
の
北
海
道
共

和
国
の
夢
は
潰
え
た
。
そ
の
夢
が

跡
、
今
は
庶
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ

て
い
る
。
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
女
子
修
道

院
の
桜
を
愛
で
て
、
赤
湯
で
有
名
な

湯
の
川
温
泉･
平
成
館
新
館
に
投

宿
。 

 

一
面
の
た
ん
ぽ
ぽ
踏
み
て
修
道
院 

 

つ
わ
も
の
の
夢
も
朧
の
五
稜
郭 

夕
食
時
は
団
員
の
自
己
紹
介
に

当
て
る
。
今
さ
ら
な
が
ら
、
会
員
の

多
士
済
々
ぶ
り
を
感
じ
る
。
夕
食

後
、
再
び
バ
ス
に
乗
っ
て
函
館
山
に

の
ぼ
り
、
日
本
一
と
言
わ
れ
る
夜
景

を
眺
め
る
。
天
気
晴
朗
に
し
て
、
言

い
値
ど
お
り
の
絶
景
で
あ
っ
た
。
旅

館
に
て
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
美
女
の

流
し
目
に
陥
落
し
て
、
五
人
の
久
米

の
仙
人
が
遅
く
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
に

酔
っ
た
。 

●
五
月
九
日
（
日
）
・小
樽
へ 

 

函
館
か
ら
一
路
バ
ス
に
て
、
札
幌

に
向
か
う
。
途
中
、
大
沼
、
小
沼
、

長
万
部
を
へ
て
、
洞
爺
湖
の
民
芸
御

殿
に
て
、
昼
食
を
戴
く
。
そ
し
て
、

北
海
道
富
士･

羊
蹄
山
を
右
に
左
に

し
な
が
ら
進
ん
で
、
昭
和
新
山
の

麓
、
ダ
テ
カ
ン
バ
林
に
残
雪
を
お
く

中
山
峠
で
小
休
止
、
群
生
し
て
花
芽

の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
一

杯
に
集
め
る
団
員
も
み
ら
れ
た
。 

 

羊
蹄
山
は
神
の
一
睡
夏
が
す
み 

 
 

 

十
五
時
に
北
海
道
開
拓
村
の
隣

り
合
わ
せ
の
、
北
海
道
開
拓
記
念
館

を
訪
れ
る
。
会
員
石
川
さ
ん
の
学
友

で
も
あ
る
館
長
以
下
の
出
迎
え
を

受
け
た
。
旧
石
器
時
代
か
ら
、
ア
イ

ヌ
文
化
、
蝦
夷
地
、
近
代
か
ら
現
代

に
い
た
る
歴
史
が
通
観
で
き
る

堂
々
た
る
博
物
館
で
あ
っ
た
。
折
し

も
、
松
浦
武
四
郎
の
特
別
展
も
展
示

さ
れ
て
お
り
、
閉
館
後
も
、
所
員
や

学
芸
員
の
熱
心
な
説
明
を
受
け
た
。 

 

 

バ
ス
で
札
幌
か
ら
小
樽
へ
向
い
、

小
樽
ヒ
ル
ト
ン
に
投
宿
。
夕
食
前

に
、
夫
々
小
樽
の
運
河
地
帯
な
ど
散

策
。
夕
食
時
は
、
四
人
ず
つ
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、
夫
々
の
話
題
に
花

を
咲
か
せ
る
。 

●
五
月
十
日
（
月
）
・札
幌 

 

午
前
中
、
小
樽
の
鰊
御
殿
を
見
物

の
あ
と
、
バ
ス
の
車
窓
か
ら
札
幌
市

街
を
眺
め
て
札
幌
フ
ァ
ク
ト
リ
に

至
り
、
昼
食
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料

理
に
舌
鼓
を
打
つ
。
午
後
一
時
か

ら
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
「
赤
レ
ン

ガ
庁
舎
」(

北
海
道
庁
旧
本
庁
舎
一

八
八
八
年
創
建)

の
由
緒
あ
る
会
議

場
で
開
催
さ
れ
た
歴
史
講
演
会
は

我
々
一
行
二
十
名
を
含
め
て
百
八

十
余
名
を
集
め
て
の
会
場
に
入
り

き
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

主
催
は
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
、
米

欧
回
覧
の
会
、
北
海
道
新
聞
社
、
後

援
は
ま
な
す
財
団
、
北
海
道
開
発
技

術
セ
ン
タ
ー
。 

 

ま
ず
当
会
作
成
ビ
デ
オ
「
映
像
が

語
る
岩
倉
使
節
団･

米
国
編
」(

三
十

五
分)

が
上
映
さ
れ
、
一
般
聴
講
者

に
非
常
に
分
か
り
や
す
い
導
入
ガ

イ
ド
と
な
っ
た
。
今
後
の
、
当
会
の

啓
蒙
普
及
に
も
こ
の
映
像
は
有
効

で
あ
る
と
感
じ
た
。
泉
三
郎
代
表
が

「
岩
倉
使
節
団
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア･

ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
講
演
さ
れ
、
続
い

て
岩
波
文
庫
米
欧
回
覧
実
記
の
校

注
者
で
あ
る
、
北
海
道
大
学
名
誉
教

授
田
中
彰
氏
の
「
岩
倉
使
節
団
の
今

日
的
意
義
」
の
講
演
が
あ
っ
た
。 

 

田
中
氏
は
、
し
き
り
に
小
国
主
義

を
唱
え
ら
れ
た
が
、
「
小
国
主
義
」

な
る
も
の
が
「
実
記
」
に
源
を
発
す

る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
後
、
「
小

国
主
義
」
の
水
脈
が
伏
流
水
の
如
く

現
在
に
繋
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
然
し
、
「
実
記
」
を
離
れ
て

も
、
我
が
国
の
未
来
を
考
え
る
意
味

で
「
小
国
主
義
」
を
再
検
討
し
て
見

る
こ
と
は
意
味
深
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。 

 

散
会
後
、
ホ
テ
ル
・
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
札
幌
に
て
、
講
演
会
の
主
催

者
、
後
援
者
に
よ
る
懇
親
会
に
有
志

が
出
席
し
た
。
今
回
は
、
現
地
参
加

の
組
、
一
泊
組
、
延
泊
組
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
た
が
多
く
は
終
わ
る

と
慌
し
く
、
新
千
歳
空
港
に
駆
け
つ

け
て
二
十
時
五
十
分
発
の
Ｊ
Ａ
Ｌ

に
て
無
事
に
旅
を
終
え
た
。 

 
 

 
 

 

（
写
真
） 

松
前 

孝
廣 

 
 

 
 

 

（
写
真
） 

橋
本 

吉
信  

（上） 

桜で彩られた五稜郭 

（下左） 

ハリスト正教会 

（下右） 

函館の夜景 

函館散策（5月8日） 

北海道開拓記念館 

山田家正館長他に謝辞 

北海道庁旧本庁舎（講演会会場） 
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去
る
四
月
七
日
付
け
で
、
当
会

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
設
立
認

証
申
請
を
行
い
、
四
月
十
二
日
に

受
理
さ
れ
た
。
約
三
ヶ
月
後
に
は

認
可
が
お
り
、
そ
の
後
登
記
さ
れ

て
正
式
に
発
足
す
る
予
定
で
あ

る
。
八
年
を
超
す
実
績
を
も
つ

「
米
欧
回
覧
の
会
」
は
、
そ
の
時

点
で
定
款
の
第
一
条
に
示
さ
れ
た

「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」
と
な
る
。 

 

全
五
十
八
条
に
及
ぶ
定
款
の
中

か
ら
、
第
三
条
に
記
載
さ
れ
て
い

る
法
人
の
目
的
全
文
を
以
下
に
記

し
、
当
会
活
動
の
原
点
と
し
て
改

め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

『
こ
の
法
人
は
、
「
岩
倉
使
節

団
」
と
そ
の
記
録
で
あ
る
「
米
欧

回
覧
実
記
」
に
関
心
を
抱
く
人
々

を
中
心
に
、
こ
の
素
材
を
源
流
と

し
て
「
世
界
」
を
知
り
、
「
日
本

の
近
代
史
」
を
学
び
、
「
温
故
知

新
」
の
精
神
を
以
っ
て
、
現
代
日

本
の
直
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

も
率
直
に
意
見
の
交
換
を
行
い
、

併
せ
て
そ
の
成
果
を
広
く
一
般
市

民
、
と
く
に
若
い
世
代
の
啓
発
に

資
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
よ
り
よ

い
日
本
」
、
「
よ
り
よ
い
世
界
」

の
た
め
に
、
い
さ
さ
か
で
も
寄

与
・
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
』 

 

登
記
さ
れ
る
設
立
当
初
の
役
員

六
名
お
よ
び
監
事
を
紹
介
す
る
。
任

期
は
二
年
。 

 

理
事
長 

 

泉 

三
郎 

 

副
理
事
長 

山
田 

哲
司 

 

理
事 

 
 

水
澤 

周 

 

理
事 

 
 

塚
本 

弘 

 

理
事 

 
 

藤
原 

宣
夫 

 
理
事 

 
 

半
澤 

健
市 

 
監
事 

 
 

岩
崎 

洋
三 

 

今
後
の
実
際
の
活
動
は
、
従
来
通

り
幹
事
（
理
事
・
監
事
も
幹
事
を
兼

ね
る
）
中
心
に
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、

担
当
幹
事
を
補
佐
す
る
ス
タ
ッ
フ

を
新
任
す
る
新
た
な
組
織
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

【
担
当
幹
事
】 

▼
実
記
を
読
む
会 

（
幹
事
）
水
澤 

周
、
多
田 

幸
子 

▼
英
文
実
記
を
読
む
会 

（
幹
事
）
小
林 

養
丈
、
岩
崎 

洋
三 

▼
歴
史
部
会 

（
幹
事
）
半
澤 

健
市
、
永
富 

邦
雄
、 

 
 
 
 

小
野 

博
正 

▼
現
未
来
部
会 

（
幹
事
）
塚
本 

弘
、
小
田 

仁
彦
、 

 
 
 
 

西
井 

正
臣 

▼
国
際
交
流
部
会 

（
幹
事
）
藤
原 

宣
夫
、
尾
崎 

美
千
生 

▼
総
務
部
会 

（
幹
事
）
山
田 

哲
司
、
浅
沼 

晴
男
、 

 
 
 
 

足
立 

光
正
、
石
川 

直
義
、 

 

六

年

目

に

入
っ
た
『
実
記
を

読
む
会
』
は
、
今

年
二
月
で
『
第
七

十
一
回
』
を
迎

え
、
毎
月
一
回
の

例
会
で
、
五
月
の

『
第
七
十
四
回
』

ま
で
読
み
進
ん

だ
。
今
年
は
『
イ

ギ
リ
ス
編
』
を
毎

回
ほ
ぼ
一
巻
ず

つ
読
み
進
め
て
、

現
在
ま
で
に
二
十
二
巻
の
『
ロ
ン
ド

ン
の
記
、
下
巻
』
ま
で
終
え
た
。
出

席
者
は
毎
回
す
こ
し
ず
つ
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
が
十
八
名
か
ら
二
十

五
名
程
度
で
あ
る
。
都
度
会
費
三
千

円(

食
事･

飲
物
付)

で
、
会
員
の
多
田

氏
の
サ
ロ
ン
を
毎
回
使
わ
せ
て
戴

き
、
十
八
時
三
十
分
に
集
合
し
、
三

十
分
が
食
事
タ
イ
ム
、
食
後
の
十
九

時
か
ら
二
時
間
を
目
途
に
、
実
記
を

読
み
な
が
ら
、
内
容
に
触
発
さ
れ
た

談
論
風
発
の
会
員
の
会
話
を
愉
し

ん
で
い
る
。
終
わ
り
に
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
が
あ
り
散
会
す
る
。 

今
年
は
、
一
月
よ
り
例
年
と
は
多

少
趣
向
を
変
え
て
、
現
在
、
水
澤
周

氏
が
実
記
の
現
代
語
訳
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
事
前
に
割

り
当
て
ら
れ
た
担
当
者
に
、
一
部
現

代
語
訳
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
然
し
、
最
近
は
若
干
、
現
代

語
訳
に
力
が
入
り
す
ぎ
て
、
訳
の
競

演
の
お
も
む
き
が
で
て
来
て
、
内
容

の
吟
味
や
、
内
容
に
触
発
さ
れ
た
論

議
の
時
間
が
少
な
く
な
っ
た
と
の

反
省
も
あ
り
、
六
月
か
ら
は
現
代

語
訳
は
分
か
ら
な
い
部
分
の
み

を
、
す
で
に
現
代
語
訳
の
完
訳
を

終
え
た
水
澤
氏
に
尋
ね
る
程
度
と

し
て
、
本
来
の
実
記
の
原
文
記
述

を
読
み
な
が
ら
、
内
容
に
関
す
る

質
疑
応
答
や
談
論
風
発
の
論
議
に

戻
す
こ
と
に
し
た
。
と
は
申
せ
、
今

ま
で
も
実
際
に
は
、
多
種
多
彩
な

経
験
と
経
歴
を
持
つ
会
員
が
多
い

た
め
、
毎
回
経
験
を
生
か
し
た
発

表
が
楽
し
め
て
い
る
。 

例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
で
日
本
人

初
の
公
認
ガ
イ
ド
を
さ
れ
た
多
田

氏
の
、
ロ
ン
ド
ン
・
シ
チ
ー(

二
月)

と
ロ
ン
ド
ン
塔
（
五
月
）
の
く
だ
り

は
さ
す
が
に
元
ガ
イ
ド
張
り
の
迫

力
が
あ
り
、
幽
閉
さ
れ
た
り
、
殺
さ

れ
た
王
家
の
系
図
や
写
真
を
使
っ

て
の
解
説
は
秀
逸
。
製
鉄
に
詳
し

い
室
賀
氏
の
ロ
ン
ド
ン
造
船
所
で

の
洋
航
砲
塔
艦
と
そ
の
砲
撃
実
験

の
シ
ー
ン(

三
月)

は
、
い
つ
も
な
が

ら
の
細
部
に
亙
る
専
門
的
な
説
明

に
感
心
。
永
島
氏
は
リ
バ
プ
ー
ル

入
港
の
シ
ー
ン(

二
月)

を
中
学
生

を
対
象
の
文
章
で
翻
訳
さ
れ
、
翻

訳
に
は
読
む
対
象
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
ん
だ
と
悟
ら
さ
れ
る
。
佐

藤
氏
の
お
役
人
経
験
を
生
か
さ
れ

た
、
英
国
下
院
や
予
算
の
く
だ
り

(

四
月)

の
翻
訳
は
そ
の
流
暢
さ
に

一
同
で
、
さ
す
が
と
敬
服
。
水
澤
氏

と
藤
原
氏
の
立
憲
君
主
政
治
と
英

国
議
会
の
成
り
立
ち(

四
月)

は
両

氏
の
持
前
の
博
覧
強
記
の
解
説
が

実記を読む会報告

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

実記を読む会報告

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

あ
っ
て
大
満
足
、
充
実
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。 

そ
の
他
に
も
、
国
会
図
書
館
で
英

国
陸
軍
の
兵
力
規
模
や
配
備
を
調

べ
ら
れ
て
実
記
と
比
較
さ
れ
た
阿

部
氏
氏
。
電
信
の
項
で
は
、
「
英
国

の
海
軍
力
は
、
実
は
百
年
以
上
も
前

に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
世
界
中
に
張

り
巡
ら
せ
た
電
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
リ
ン
ク
し
た
そ
の
情
報
力
に
源

泉
が
あ
っ
た
」
と
、
電
信
に
憧
憬
の

深
い
吉
原
氏
の
話
や
、
西
井
易
穂
氏

は
、
ロ
ン
ド
ン
の
郵
便
事
情
の
く
だ

り
で
、
江
戸
の
飛
脚
か
ら
郵
便
や
切

手
の
制
度
を
取
り
入
れ
た
日
本
の

郵
便
の
歴
史
に
ま
で
及
び
、
果
て
に

は
手
品
の
ご
と
く
に
、
日
本
で
は
西

井
氏
の
外
に
持
っ
て
い
る
人
が
い

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
二
〇
〇
八
年

の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
念
切

手
セ
ッ
ト
ま
で
取
り
出
し
て
見
せ

た
。
毎
回
、
会
員
の
工
夫
で
、
充
実

し
た
内
容
が
楽
し
め
る
実
に
面
白

い
会
で
あ
る
。
ま
だ
覗
い
た
こ
と
が

な
い
方
は
ど
う
ぞ
一
度
お
い
で
く

だ
さ
い
。 

倫敦「シチー」之廓門（銅版画

  
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
設
立
認
定
申
請 

 
 

「
米
欧
亜

●

●

●

回
覧
の
会
」、
ま
も
な
く
正
式
発
足 
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中
山 

進
、
坂
田
隼
通
、 

 
 
 
 

岩
崎 

洋
三
、
楠
木 

孝
雄 

▼
関
西
支
部 

（
幹
事
）
山
崎 

岳
麿 

 

最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
伴
っ

て
新
た
に
会
則
に
加
え
ら
れ
た
「
準

会
員
」
な
ど
の
扱
い
に
つ
い
て
幹
事

会
で
整
理
さ
れ
た
結
果
を
紹
介
し

て
お
く
。 

 

準
会
員
と
は
学
生
、
家
族
、
遠
隔

地
在
住
者
、
仮
会
員
（
一
年
を
限
度

と
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
行
事
に
参

加
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
部
会

幹
事
の
責
任
で
本
部
に
報
告
の
上
、

実
態
捕
捉
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
な

お
、
部
会
な
ど
に
連
続
し
て
参
加
意

向
の
場
合
は
、
積
極
的
に
正
会
員
化

を
促
す
努
力
を
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
準
会
員
の
会
費
は
年
額
二

千
円
と
し
、
ニ
ュ
ー
ス
や
諸
案
内
は

事
務
局
か
ら
正
会
員
同
様
に
送
付

さ
れ
る
。 

 

尚
、
総
務
部
会
が
新
設
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
部
会
は
、
そ
の

中
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

昨
年
の
一
月

以

来

毎

月

の

ペ
ー
ス
で
順
調

に
一
年
半
続
い

て
い
る
。
毎
回

十
人
前
後
が
熱

心
に
勉
強
し
て

い
る
。 

 

基
本
的
な
進

め
方
は
、
ま
ず

輪
番
の
当
番
が

担
当
範
囲
を
音

読
。
そ
の
後
、
翻

訳
者
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
て

い
る
注
を
改
め
て
日
本
語
訳
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
英
語
の
文
献
に
関

連
す
る
情
報
や
現
地
資
料
の
紹
介

や
原
文
の
表
現
と
の
違
い
で
気
が

付
い
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
、
意
見

交
換
。 

 

わ
ざ
わ
ざ
英
語
で
実
記
を
読
む

メ
リ
ッ
ト
は
、
も
ち
ろ
ん
英
語
の
勉

強
に
な
る
こ
と
、
難
解
な
原
文
よ
り

英
語
の
方
が
理
解
し
や
す
い
こ
と

が
あ
る
。
原
文
で
は
分
か
り
に
く
い

カ
タ
カ
ナ
表
記
、
人
名
や
地
名
な
ど

の
固
有
名
詞
が
か
な
り
き
ち
ん
と

し
た
ス
ペ
ル
で
書
か
れ
、
調
べ
る
こ

と
が
容
易
に
な
る
。
ま
た
、
久
米
の

漢
語
を
翻
訳
者
が
英
語
で
ど
う
表

現
す
る
か
を
み
る
の
も
楽
し
み
で

あ
る
。 

 

来
年
の
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
、
勉
強
成
果
を
発
表
し
た

い
と
盛
上
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
文
）
岩
崎 

洋
三 
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会
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四
月
十
六
日

（
金
）
、
十
五
名

が
参
加
。 

 

会
食
時
に
船

戸
さ
ん
が
持
参

し
た
芳
賀
先
生

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
講
座

（
京
都
の
美
術

関
係
）
の
ビ
デ
オ

を
上
映
し
た
。
そ

の
後
山
崎
さ
ん

か
ら
米
欧
回
覧

の
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
へ
の
説
明
が
あ

り
、
機
関
紙
が
欲
し
く
準
会
員
と
し

て
頂
け
る
な
ら
あ
り
難
い
等
の
意

見
も
出
た
が
今
後
の
推
移
を
見
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

一
時
よ
り
北
村
彰
一
が
凡
例
、
例

言
よ
り
ほ
と
ん
ど
各
ペ
ー
ジ
音
読

し
て
行
っ
た
。
い
く
ら
黙
読
し
て
も

声
を
出
し
て
練
習
し
て
お
か
ね
ば

う
ま
く
い
か
な
い
と
痛
感
し
た
。
国

名
等
の
中
国
語
表
記
、
中
国
の
地
誌

の
影
響
、
温
度
、
銅
版
図
が
話
題
と

な
る
。
そ
の
後
、
プ
リ
ン
ト
を
配
布

し
、
久
米
博
士
九
十
年
回
顧
録
（
実

記
を
補
う
裏
話
の
出
所
で
必
読
の

書
）
の
紹
介
を
し
た
。 

 

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
後
、
第
一
、

二
巻
に
か
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
号
の

絵
を
ビ
デ
オ
で
見
る
。
船
内
規
則
、

船
賃
、
が
話
題
に
な
り
大
圏
航
路
を

通
っ
て
い
な
い
こ
と
、
マ
ラ
ソ
ン
の

速
度
で
あ
る
と
指
摘
が
あ
っ
た
。

「
カ
ー
ル
鳥
」
がG

U
LL

と
は
発
見

だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
文
）
北
村 

彰
一 
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さ
て
、
今
年
読
ん
だ
部
分
で
、
著

者
の
久
米
邦
武
が
随
所
で
述
べ
て

い
る
感
想
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
『
欧
州
が
現
在
の
よ
う
に

豊
か
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
〇
〇
年

以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
最
も
盛
ん
に

な
っ
た
の
は
、
こ
こ
四
十
年
く
ら
い

に
過
ぎ
な
い
．
』
『
一
八
〇
〇
年
の

ロ
ン
ド
ン
の
人
口
は
わ
ず
か
に
九

十
六
万
人
。
鉄
の
生
産
高
も
五
十
万

ト
ン
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
後
、
一
八
三

〇
年
代
に
汽
船･

鉄
道
の
便
が
開
始

さ
れ
貿
易
が
急
激
に
伸
び
た
が
、
技

術
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
た
の
も

わ
ず
か
に
三
十
四
年
前
の
こ
と
で

あ
る
。
』
『
一
八
五
一
年
の
ハ
イ
ド

パ
ー
ク
万
博
、
一
八
五
五
年
の
パ
リ

万
博
を
経
て
工
業
製
品
が
多
彩
に

な
っ
た
の
も
こ
の
十
年
余
り
の
こ

と
で
あ
る
．
』
『
農
業
の
重
要
性
に

目
覚
め
た
の
も
一
八
三
〇
年
以
降

の
こ
と
で
、
農
業
改
革
が
進
み
だ
し

た
の
も
二
十
年
前
に
過
ぎ
な
い
。
』

等
々
。
実
際
に
岩
倉
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

欧
州
を
回
遊
し
た
一
八
七
二
年
は
、

イ
タ
リ
ア
の
統
一
と
フ
ラ
ン
ス
第

三
共
和
国
成
立
が
一
八
七
〇
年
、
ド

イ
ツ
統
一
や
パ
リ
コ
ミ
ュ
ー
ン
が

一
八
七
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
明
治
維
新
の
日
本
は
実
に

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
欧
州
の
文
化

に
対
峙
で
き
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。
久
米
が
、
ま
だ
ま
だ
日
本
は
欧

州
に
追
い
つ
け
る
と
の
確
信
も

持
っ
て
自
ら
を
励
ま
し
て
い
る
吐

息
が
行
間
に
に
じ
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 

（
文
） 

小
野
博
正 

 
 

 

 

七
月
二
十
日
、
文
芸
春
秋
社

か
ら
発
売
予
定
。 

 

国
家
的
大
手
術
、
廃
藩
置
県

の
直
後
に
お
け
る
大
型
使
節
団

の
派
遣
、
そ
れ
は
果
た
し
て

「
暴
挙
か
、
壮
挙
か
」
と
い
う

問
い
か
け
に
始
ま
り
、
旅
を
追

い
な
が
ら
、
主
要
人
物
の
動
静

を
中
心
に
、
岩
倉
使
節
団
の
歴

史
的
意
味
を
問
う
内
容
に
な
っ

て
い
る
。 

 

主
な
目
次
は
、
次
の
通
り
。 

（
一
）
新
た
な
る
世
界
へ 

（
二
）
金
ぴ
か
時
代
の
ア
メ
リ 

 
 
 

カ 

（
三
）
最
盛
期
の
英
国
を
往
く 

（
四
）
欧
州
大
小
十
カ
国
、
二 

 
 
 

百
十
日
、
縦
横
の
旅 

（
五
）
中
東
・
ア
ジ
ア
・
そ
し 

 
 
 

て
日
本 

 

二
百
二
十
四
頁
、 

 

七
百
三
十
五
円
。 

 

ま
た
、
同
氏
の
著
書
「
堂
々

た
る
日
本
人
―
知
ら
れ
ざ
る
岩

倉
使
節
団
」
（
祥
伝
社
・
平
成

八
年
版
）
が
、
こ
の
た
び
同
社

の
黄
金
文
庫
の
一
冊
と
な
り
、

六
月
十
日
に
出
版
さ
れ
た
。 

 

二
百
九
十
一
頁
、 

 

六
百
円
。 

出版案内 

黄金文庫版 

  

泉
三
郎
著 

 
 

 
 

「
岩
倉
使
節
団
と
い
う
冒
険
」  
文
春
新
書 
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「米欧回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この大いなる旅と「実記」はまさに「温故知

新」の宝庫と言えましょう。 

この素材を媒体にして歴史をふりかえり現

代の直面する諸問題についても自由に語

りあおうという会です。 

会 員    上の趣旨に賛同する人なら誰でも入会できま

す。 

例 会   年に４回くらい全体例会をもちます。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来、メディア

部会等があり、映像サロン・勉強会・旅行会・

研究会・シンポジウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回程度機関紙を発行し活動報告や会

員の意見発表、情報交換の媒体とします。 

幹 事    会員の中から、代表１名、幹事十数名を選    

び、運営を担当します。 

会 費   年会費5,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。 

事務局   当面「イズミ・オフィス」に置きます。 

〒192-0063 八王子市元横山町1-14-16 

E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

TEL:0426-46-3310  

FAX:0426-45-8700 

入会申込 

 氏名･連絡先(自宅或いは勤務先の住所･TEL･

FAX)現職&キャリアを事務局までFAXまたは郵便で

お送りください。なお年会費は郵便振込が便利で

す。 

 00180-2-580729 米欧回覧の会 

＜催し案内＞ 

2004年7月の予定です 

 
 

編
集
後
記 

☆七月全体例会 

  日 時：７月３日（土） 13：00～17：00      

  場 所：国際文化会館 講堂 

  講 演：岡崎久彦 氏 15:00～17:00 
  テーマ：「現下の国際情勢と日本の外交」 

  会 費：会員2500円、一般3000円 

☆実記を読む会 

  日 時：７月８日（木）第27巻 里味陂府の記下 

     （８月はお休み） 

  場 所：南青山クラウンインターチェンジ内サロ

ン 

         電話 03－5469－2090 

☆英訳実記を読む会 

  日 時：７月15日（木）18：30～21：00 

     （８月はお休み） 

  場 所：国際文化会館 セミナー室 

  会 費：1000円（食事・飲物はでません） 

    世話人 岩崎洋三 zaa96087@oak.zero.ad.jp 

☆現未来部会 

 日 時：７月７日（水）18：30～21：00 

  場 所：国際文化会館 

  テーマ：「新薬開発と臨床試験・ 

           特許問題の日米比較論」 

  講 師 ： 西井易穂氏（医学博士、中外製薬㈱で研究 

           所長、取締役を歴任） 
       会員の西井氏は、有力な新薬の開発で世界 

     的に注目を浴び、売上も巨額にのぼることか 

     ら近年裁判でも問題になっている特許報酬 

     のあり方や臨床試験について日米の考え方 

     を比較しながらお話をいただきます。 

☆関西支部例会 

 日 時：７月16日（金） 12:00～17:00 

 場 所：大阪凌霜クラブ会議室 

 講 義：松田裕之氏（甲子園大学助教授・会員） 

 テーマ：「（山崎岳麿氏の祖父にあたる士族出身の） 

     ある通信技手の手記と『実記』に見られる 

     ＩＴの黎明」 

 会 費：2200円（食事不要の場合は1000円） 

◇

二
〇
〇
一
年
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
特
別
号
以
来
、
久
々
の
十

二
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
特
別

な
事
業
が
な
く
て
も
増
ペ
ー
ジ

と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
当
会

の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
伝
え

る
内
容
が
豊
富
に
な
っ
た
証
で

す
。
間
も
な
く
、
当
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
正
式
に
な
る
予
定
、
そ
し

て
、
来
年
は
十
周
年
の
年
。
増

ペ
ー
ジ
号
が
続
く
気
配
で
す
。 

◇
七
頁
掲
載
の
中
村
政
則
教
授

編
「
年
表
昭
和
史
増
補
版
」
（
岩

波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
の
は
し
が
き

に
、
『
今
回
は
社
会
人
生
活
四
十

年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
半
澤
健

市
氏
の
協
力
を
え
た
、
記
し
て
、

謝
意
を
表
す
る
』
と
あ
り
、
刊
末

に
は
中
村
教
授
と
と
も
に
半
澤

氏
の
経
歴
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
連
続
セ
ミ
ナ
ー
が
単
な
る
講

演
会
に
留
ま
ら
ず
、
質
の
高
い
研

究
会
に
な
っ
た
の
は
、
セ
ミ
ナ
ー

に
備
え
て
特
別
に
準
備
さ
れ
た

中
村
教
授
と
会
員
に
よ
る
切
磋

琢
磨
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。 

◇
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

全
体
の
問
題
と
な
り
、
様
々
な
方

策
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
若
い
世
代
を
惹
き
つ

け
、
啓
発
す
る
の
は
、
世
代
を
超

え
て
誰
も
が
そ
の
知
識
・
見
識
を

認
め
る
会
員
自
身
の
も
つ
力
で

す
。
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
そ
の
力
を
伝
え
る
こ
と
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

・・・・ホームページのご案内・・・・・ 

 ◇米欧回覧ニュース第１号からの 

  バックナンバー など 

 ＊皆様のご意見をお聞かせ下さい 

 http://www.iwakura-mission.jp 


